
倫 理 審 査 委 員 会

【令和 6 年度 第 2 回】

■ 日 時 ： 令和６年９月２日（月）18 時００分～1９時 15 分

■ 場 所 ： 応接室

■ 委 員 ：

（出席者）

○吉川看護部次長《副委員長》 ○島田事務局長

○菊地医長 ○木村看護部主幹

○木村 外部招聘委員 ○峯尾 外部招聘委員 ○岩﨑 外部招聘委員

○関原経営企画課長 〇小松薬剤科長

○堀田総務課長（委員会事務局）

（欠席者）大田診療科長《委員長》、中本診療科長

１ 議 題

（１）審議事項

① 【説明と同意書 － 制定】

                                結 果

・頚動脈ステント留置術に関する説明と同意書          ～ 修正の上で承認

・アルテプラーゼ（ｔＰＡ製剤）静注療法に関する説明と同意書  ～ 修正の上で承認

・経皮的脳血栓回収術に関する説明と同意書           ～ 修正の上で承認

・開頭神経微小血管減圧術（顔面痙攣）に関する説明と同意書   ～ 承認

・開頭神経微小血管減圧術（三叉神経痛）に関する説明と同意書  ～ 修正の上で承認

・未破裂脳動脈瘤コイル塞栓術に関する説明と同意書       ～ 修正の上で承認

・破裂脳動脈瘤コイル塞栓術に関する説明と同意書        ～ 修正の上で承認

・頭蓋内血腫除去術（開頭）に関する説明と同意書        ～ 修正の上で承認

・減圧開頭術に関する説明と同意書               ～ 承認

・破裂脳動静脈奇形摘出術に関する説明と同意書         ～ 修正の上で承認

                  ＜申出者：脳神経外科 診療科長 鎌田恭輔＞

〔審議結果〕 修正の上で承認

提出された資料に基づき審議を行った結果、患者の理解が深まるよう明確に説明しており、

倫理的・科学的な観点から妥当であると認められるので、「説明と同意書」として制定し、こ

れを使用することを承認する。ただし、承認にあたり、説明と同意書の一部を修正する。

    



（3）審査事項

①【 臨床研究 － 新規 】

子宮下垂、子宮脱患者の心理的変化について

＜申出者：看護部第二外来産婦人科 看護師 小嶋 千裕＞

〔審議結果〕 承認

当院で本研究を行うことの可否について、研究計画書等の資料に基づき審査を行った結果、

研究の目的、対象者、実施方法、倫理的な配慮に関する事項について、いずれも倫理的・科学

的な観点から妥当であると判定し、これを承認する。

②【 臨床研究 － 新規 】

ベテラン看護職へのクオリティアップ教育研修の試み

～伝達研修の相乗効果について～

               ＜申出者：看護部４階東病棟 看護係長 渡辺 真美＞

〔審議結果〕 承認

    当院で本研究を行うことの可否について、研究計画書等の資料に基づき審査を行った結果、

研究の目的、対象者、実施方法、倫理的な配慮に関する事項について、いずれも倫理的・科学

的な観点から妥当であると判定し、これを承認する。

２ その他

・次回の開催は、11 月 18 日（月）を予定する。


